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現在町内にある小学校３校と中学校１校を、現在町内にある小学校３校と中学校１校を、
義務教育学校２校に再編する構想です。

教育力の向上や学校運営の効率化などについて総合的に
考え、町長が施策決定したものです。

北方小学校

北方西小学校

北方南小学校

北方中学校

【現 在】

北学園

南学園

【学園構想】

北方義務教育学校

※校名は仮称

北方学園構想とは？



小学校と中学校の教職員が、連携して子ど
もたちを育てていく仕組みの学校です。

中学校
３年間

小学校
６年間

義務教育
学校
９年間

【現 在】 【学園構想】

義務教育学校とは？

９年間で学ぶ学習内容は同じですが、９年間を見通した
指導をすることができます。



・４校運営から２校運営による財政的効率の向上
・南小、北中の校舎の効率的活用（施設老朽化対策）
・西小の小規模化、学年単学級化に対応
・特別教室などの共同利用による施設の効率化の向上

・中１ギャップ（不登校・問題行動の急増）の緩和
・教科担任制による専門的指導の拡充による学力向上
・一つの教職員組織になることによる校務の削減
・一貫した生徒指導による生徒の落ち着いた学校生活
・北方町全体で見ると、教員数の増加が期待できる

教育力の向上、施設・設備の効率的な利用
などが図られます。

どんな利点があるの？

教育力向上

施設効率



皆さんのご協力を頂きながら、さまざまな
疑問や課題を解決していきます。

検討する課題は何ですか？

小学校が一つ
無くなるの？

中学校が２つ
になるの？

運動会や卒業式
はどうなるの？

制服、体操服
やカバンは？

学校区は
変わるの？

校歌や校章、
校旗は？

部活が減った
り無くなるの？

学校名
は？

ＰＴＡはどう
なるの？



平成３５年４月開校予定。給食センター改築、
幼・保育園の再編等についても検討します。

いつ頃できますか？

平成30年度

平成31・32年度

平成33・34年度

平成35年4月開校

・学校構想検討委員会（年６回予定）にて基本方針を決定
⇒（校区の設定、校舎等の施設配置と増改築の規模決定、

給食センター・幼保育園の再編、基本的な教育方針など）

・学校の仕組みづくり期間（教育計画や組織設計）
⇒（校舎等の設計、補助金等資金計画、各施設の移転計画）

（給食センターの設計・建築完了）

・学校の開校準備期間
⇒（校舎等の建設・改修、教育目標や教育課程の作成、

校名の決定、学校組織・行事・部活動等の調整）

検討内容は広報、ホームページ等
で随時お知らせしていきます。



義務教育学校 開校時の学年参考

平成30年度

○２歳児
○３歳児
○幼・保 年少
○幼・保 年中
○幼・保 年長
○小学１年生
○小学２年生
○小学３年生

○小学４年生

平成35年度

【現在】【現在】 【開校時】【開校時】

○小学１年生（前期課程１年生）
○小学２年生（前期課程２年生）
○小学３年生（前期課程３年生）
○小学４年生（前期課程４年生）
○小学５年生（前期課程５年生）
○小学６年生（前期課程６年生）
○中学１年生（後期課程７年生）
○中学２年生（後期課程８年生）

○中学３年生（後期課程９年生）


